
 

＊平成 28 年度名医に学ぶセミナー/ D2 Learning from Experienced Doctors Seminar, 2016＊ 

 

小胞体の機能と制御のダイナミクス 
◆講師：森  和俊 先生 

(京都大学大学院理学研究科 

生物物理学教室ゲノム情報分野/教授)  

     Prof. Kazutoshi Mori  
（Department of Biophysics,                                          

Graduate School of Science, Kyoto University） 

◆日時：平成２８年１２月６日（火）17:30～ December 6 (Tue) from 5:30 p.m. 

◆場所：医学教育図書棟４階 第４講義室 

Lecture room 4, Medical Education & Library Building 4F. 
 

   タンパク質がゲノム情報によって規定された機能を果たすためには、各々に 

固有の立体構造を形成していなければならない。ホルモンの様な細胞外タンパ 
ク質やホルモン受容体の様な膜タンパク質は小胞体膜結合性リボソームで合成 
され、分子シャペロンの助けを借りて小胞体で高次構造形成をした後にゴルジ 
装置へ小胞輸送され、さらに細胞外へ分泌される、あるいは細胞膜に到達する 
ことが知られていた。1988 年の小胞体ストレス応答という恒常性維持機構の発 
見と、その後の分子機構解明により、小胞体のイメージは「分泌系タンパク質 
の単なる通り道」という静的なものから「分泌系タンパク質が正常か異常かを 
区別し、異常なら様々な手段をもって対応する」ダイナミックなオルガネラへ 
と変貌した。私は 1989 年からこの応答解析に関わっており、今年が２８年目で 
ある。 
 本講演では、最先端の研究成果を交えながら、小胞体ストレス応答の分子機 
構、進化、生理的意義ならびに疾患への関与等についてお話ししたい。 

 

森先生は、 京都大学薬学部卒業後、基礎研究の道に入り、小胞体ストレス応答の分子メカニズムを解

明されました。さらにその応答の変容や破綻が様々な疾患の発症に関わっていることや、その制御が新

しい治療法開発に繋がる可能性も明らかになってきています。これまでに、ガードナー国際賞、アルバー

ト•ラスカー基礎医学研究賞、紫綬褒章、トムソン•ロイター引用栄誉賞など数多くの賞を受賞されました。

またノーベル賞の最有力候補として、毎年名前が挙がっており、近い将来の受賞が期待されている先生

です。熊本でご講演を拝聴できる大変貴重な機会ですので、多くの皆様のご参加をお待ちしております。 

 

◆担当：分子遺伝学 尾池 雄一教授/Prof. Y. Oike (Department of Molecular Genetics) 

◆レポート宛先/Essay (尾池教授宛/To Prof. Oike)：oike@gpo.kumamoto-u.ac.jp 

◆レポート宛先/Essay (CC: 医学教務/Student Affairs Sec.)：iyg-igaku-3@jimu.kumamoto-u.ac.jp 


